第３部　無機物質
実験No.1
実験日　　月　　日（　　）　　提出期限　　月　　日（　　）
目的
発生する気体が水素かどうかを確認する方法について検討する。また、キップの装置の原理についても理解する。
準備必要な器具を確認し、□にチェック✔をいれる
□試験管2本　□9mol/L-H2SO4硫酸 　□Mgマグネシウムリボン3cm 　□ピンセット
実験　
　　試験管に9mol/L-H2SO4を5mL、Mgマグネシウムリボンを入れる。試験管の口を押さえ、発生した水素を捕集する。
考察１
①捕集した気体が水素であるかを確認する操作として、いくつか挙げ、その理由について下の空欄に記述しなさい。
	水素の確認操作



	その理由





　②この反応の化学反応式を書きなさい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
[image: ]演示実験　
　右の図にあるキップの装置を用い、水素を発生させる。
　操作手順　①装置に亜鉛粒を入れる
②9mol/L-H2SO4硫酸を入れる。
③活栓を開け、亜鉛と硫酸を反応させる
考察２
　①水素の発生中に装置の活栓を閉じると、装置内ではどのような現象がおこるか。




　②この反応の化学反応式を書きなさい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【気づいたこと、分かったこと、学んだこと】




実験日　　月　　日（　　）　　提出期限　　月　　日（　　）
目的
発生する気体が水素かどうかを確認する方法について検討する。また、キップの装置の原理についても理解する。
準備必要な器具を確認し、□にチェック✔をいれる
□試験管2本　□9mol/L-H2SO4硫酸 　□Mgマグネシウムリボン3cm 　□ピンセット
実験　
[bookmark: _GoBack]　　試験管に9mol/L-H2SO4を5mL入れ、Mgマグネシウムリボンを加える。発生した水素を、乾いた試験管に捕集する。
考察１
①捕集した気体が水素であるかを確認する操作として、いくつか挙げ、その理由について下の空欄に記述しなさい。
	水素の確認操作
マッチの火を近づけてみる。
線香の火を近づけてみる発生した液体を塩化コバルト紙で確認する。

	その理由
水素であれば、ポンと音が鳴る。
燃焼する気体は他にもあるかもしれないため、生じた液体が水であることを確かめる必要がある。


　②この反応の化学反応式を書きなさい。
　　　　Mg　＋　H2SO4　→　MgSO4　＋　H2　　　　　　　
[image: ]演示実験　
　右の図にあるキップの装置を用い、水素を発生させる。
　操作手順　①装置に亜鉛粒を入れる
②9mol/L-H2SO4硫酸を入れる。
③活栓を開け、亜鉛と硫酸を反応させる
考察２
　①水素の発生中に装置の活栓を閉じると，装置内ではどのような現象がおこるか。
 (
活栓を閉じると，
装置
内の希硫酸は，発生し続ける水素の圧力で押し上げられ，亜鉛粒から分離されるため，気体の発生が停止する。
)



　②この反応の化学反応式を書きなさい。
　　　　Zn　＋　H2SO4　→　ZnSO4　＋　H2　　　　　　　
【気づいたこと、分かったこと、学んだこと】




目的
発生する気体が水素かどうかを確認する方法について検討する。また、キップの装置の原理についても理解する。
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[image: ]
上記のまとめは、比較的良いまとめ方の例です。まだ足りない部分はあるが、皆さんは参考にして下さい。指摘のある部分は、各自しっかりと考えて下さい。全体的に足りないものは、具体的な色などの変化をきちんと書いていないことです。他の人が読んで分かるように記述すること。



参考例）
　硫酸に亜鉛やマグネシウムを反応させると、水素が発生する。水素の確認として①マッチの火を近づけることでポッと音が鳴る、②生じた液体を塩化コバルト紙が青から赤に変化する。等から確かめることができる。
考察２においては、キップの装置の原理としては、活栓Dを閉じると，B内の希硫酸は，発生し続ける水素の圧力でCを経てAに押し上げられ，亜鉛粒から分離されるため，気体の発生が停止する。
　　　　　　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　　（共同実験者　　　　　　　）
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